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資　料　編

市内の主な官公署-------・-・83

熊本両歌・熊本市民愛而憲章

ヨ冒謂BftSI

熊　本　城

√一し`　　、[''・蝣-～ -・脂、'. -T:　　　　:　- I蝣'・,: : rf持. _ト

(1607)力[腰清正がア年の歳月をかUて、周囲9灯n、大天守、小天守、櫓49、櫓門1時もつ
複雑かつ壮大な城をつくったO

明治1時(1877)の西南の役に官軍がたてこもり、西郷隆盛の軍に50宗B¥ZJOたって攻

撃され、そのはとh,どが焼失し、昭和35年9Fj現在の大天守、小天守が再建されたO

紡盾宣言
熊本両は、線と水に恵まれた豊かな自

然と先人が築いた伝統と文化を擁し、地

方にあける近代的な中枢都市として発展

しつつある。

しかし、都市化の進展に伴い市民生活

を支える基本である心身の健康を阻害す

る要因が増大している。

熊本市は、市民とともに明るく健康な

都市をめざして諸施策を結集し、その実

現につとめなければならない。

ここに、すべての市民の健康を市政の

Ej標として、熊本市を「健康都市」とす

ることを宣言する。

昭和54年1昨]1日

熊　本　市

〟
熊本市章

ひらがなの「く」の芋を

図案化したもので、而民の

調和を墓とし、たくましく

発展する熊本両の姿を太い

円で示したものです。
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有本・市花w.島

●而　烏-・ ・・-i/ジュウカラ(シジュウカラ科)

全長約14.5cmで、美しい澄んだ声でさえずり、

:　・・　　　・'-'*'~一丁二->i"". I　　「、一　視

しまれているO金峰山や立田山、託麻三LIJなど森

に多く笠恵し、白い胸に黒ネワタイ状の帯がEj立

つ可愛い姿で、四季を通じて観察される。

(写真は東海大学出版会提供ブイ-ルド国鑑より)

「　'-="サ蝣j'-*

●市　木・-　--イチョウ(イチョウ科)

熊本市民には熊本減が認否域といわれているよ

うになじみ深く、強健で樹齢が長く、市街地の街

路に多く植栽され、独特な尖円錐形の樹形をつく

り春の緑陰、秋の黄葉とその美しさてよく知られ

ている。

.誉1蝣v一蝣"r;蝣甑,Lt′ 'T 1

●市　花・一　一肥後椿(ツバキ科)

江戸時代から細川藩の庇護を受け、藩士をはじ

め寺社地の豪族等の愛好者によって広められ改良

を重ねて、清雅枯淡の味わいある錯花となったと

いわれている。肥後椿の特色は黄色の花弁が主流

でよく整った-重咲きで、中仙に金糸銀糸のよう

な色鮮やかな太い雄しべが悔TEiのように盛りあが

るとこうにある。

市木、市花　昭和49年10月9日制定

而鳥　昭和59年5日22日制定

明治22年、熊本に市制が施行されてから97年、

熊本市は今、緑と水の豊かな自然、先人か築きあ

げた優れた伝統と文化のもとで、心身ともに健康

な而民生活と活力に満ちた都市活動とが営まれる

人口55万膏余の近代都市へと成長し、自矧こ迫っ

た市制施行100周年、さらには、来るべき21世紀に

向けて、新たなる発展を遂げようといたしてあり
ます。

今日のこの本市の姿は、偏に、明治、大正、昭

和の3代を通じ、幾多の困難を尭服してまちつく
I　　蝣;蝣¥一　一　　　　　-　・

きる市民各位の御努力、御精進の賜であり、ここ

に、深甚なる敬意と感謝を捧げる次第であります。

我が国の現下の社会経済情勢は、高齢化、国際

化、成熟ヒ、情報化など、極めて大きな変化に直

面してあり、この中にあって、住民生活に密着し

た基礎的自治体である両町私特に都市白潮本に

は、創意と=夫をもって、更に豊かで活力に満ち

た我が国の将来発展を支え、先導する役割が求め
られてありますO

本市に乱＼ては、これまで、健康都市の実現な

ど、総合計Ll=掲げる将来の都市像の実矧こ向け

て、積極的に諸施策を展開してきたとこうであり、

その活葉、呂地の市民センタ-、保健センター、

図書臥市民病院、清掃=場、広域防輿センタ-、
- :1‥　　　　'蝣"一・　　I

公園緑地など市民生活に匿結する生活環馬整備も

順調に進展し、近々完成する総合体育館・青年会

館、流通センター建設等の大型事業も計画どおり

に進行いたしているところであります。

また、広軌肖防、流域下水道、ふれあいの森林

など、生活圏の広域化(,=対応する都市圏行政も、

周辺10町との連携のもと、広範な分野でその推進

ガはかられてあり、桂林両、ハイデルヘルプ而等

との国際交流も、年々、活発化いたしてあります。

しかしながら、本市は現在、市制施行100周年ま

で、宗すところ3年という極めて重要な時期に差

しかかつてあり、我が国内外の急激な情勢変化や

本市を取り巻く環境の変容を見極めつつ、今後さ

らに、大いなる飛躍を遂げることが求められてあ
ります。

私は、この而制100同年を、単に記念すべき歴史

の節目というばかりでなく、 21世紀に向けて始動

し始めた時代の流れに即し、次なる100年に向かっ

て新たな一歩を踏み出す大切な機会であると考え

てあり、したがって、その計画の策定から事業実

施に至るまで、まさに市民の総力を挙げて、これ

に取り組まなければならないと思ってありますO

このため、今後、本市において展開されるべき

市政の主要課題と市制1 00周年の記念行事、記念事

業の構想の策定をめざし、広く市民の　横から御

提言をいただくとともに、昨^10月、本市各界を

代表する万々で構成された「熊本100年懇談会.を

設置し、琉在、活発に御審議いただいているとこ
ろであります。

市政100周年はもとより、来るべき21世紀を展望

しつつ、今後とも、 「健康で潤い溢れる活力に満

ちた近代都市・熊本」の建設に遷達する所存であ

りますので、市民各イ立の一層の御支援、御協力を
あ願いする次第でありますO

最後になりましたガ、この市勢要覧には、本両
の現況、異体的なまちつくりのありかたなどを収

録いたしておりますので、御高覧いただき、市政

への理解を深めていただければまことに幸いに守

男sssi岩

昭和61年3月

熊本-　星手執4
3
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藤本のあKPみ
熊本はむかしから火の国と呼ばれたO大化の改

新後、奈良時代に入って国府の制度がしかれると、

: ・ト・- . I二JI,-　　　　-　　　:/　-

安、鎌倉の各期を経た約700年後の室町期のこう菊

池氏の-族、出Ej秀信が熊本にはじめて城を築い
・1 1- '

代を経てときの城主鹿子木親員入道寂旭が茶臼山

に新たに城を築き、それを隈本城と呼んだ。

その後豊臣時代に入って秀吉は全国を制覇する

や、小西行長と加寮清正に肥後を分領させた。

その後徳川の天下となって、加藤清正が肥後54

万石の領主となり、慶長6年から茶Ej山に新城を

築き隈本城を熊本城と改めたO

熊本市が町として体制を整えてきたのはこのこ

ろのことで、このあと細川忠利が肥後の領主とな

り、以後二百百余年にわたって大政奉還まで細川

家が肥後の政治を行った。

∴‥I ."・"=-　- .　¥　!:・""".-!・　　　・:_,

西暦 年 代 あもf=3 できごと

大化 646 大化2年 石少且宍イ寸近に肥後の国府および兵ブコ4軍団か設置される

文明 1469 文明1毎 菊池氏の一族、出巨∃秀イ言千葉城を築く

明緬 1496 明栢5毎 氏子不こ現員、吉城に居城を移し、隈本城と称する

慶長

貴家

1601
～
1607

慶長6-12年

寛永9年

7]0藤清正、fPh在矧こ熊本‡戒を築き、河川の築堤、井戸の掘削

など行う

1632 細川忠利、肥後藩主となる

宝暦

明

治

175∠}
～
1756

宝fS '・-

明治3年

4年

フ毎

藩校時i;B館、医学校再春鑑、藩滋国(薬草園)などが創設さ

れる

1870

1871

1874

古城に医学校が鳶リ設される

器 蓋mmimm

Jlノ州最初の新聞、白)=新聞が発行される

1877 10年 西南の役、市街地の大望が兵火により焼失した

1886 19征 熊本逓イ言管理局(勤務.電務関係)が設置される

1887 20年 莞五高等中学校(九州に1校)が創立される

1889

1890

22年4戸∃

6月

7月

市制町村制か施行され、熊本両か誕生する

市域面積5.55km∵人口42,725人、戸数11,797戸

市議会議員数30人、市職員48人であった

赤十字社熊本支部設jl

新両干反蝿町、現在の白川公園前に市役所が開庁

第五高等中学か古城から黒髪に移転

23年1月熊本嘉u候所が設置される

7月第1回衆議院議員総選挙が行オつれる

蝣^蝣蝣MiS :- ∴措'無

分が灰鳳こ帰したが直ちに復興し、明治22年熊本市

が誕生したO

大正から昭不口にかけ隣接町村を合併しつつ熊本市

の畢礎を固め、九州にあける政治、経済、教育の中

心地として発展を続けたO

その後、昭利20年の空襲及び28年の大水害での被

害を克服し、健康で明るく豊かな、真に魅力ある近

代都市の実現をめざし而政を推進している。

西暦 年 代 爺 も な で き ご と

覗

I

18 9 0

18 9 1

18 9 2

明治 2 3年 10円 教育 勅語発 .胃 (井 上毅と元 EB 京 等が成 案 )

11月 第 1 〔司帝国 議会が 開かれる

24年 7 日

1 1戸∃

門 司 . 熊本 問の九州 鉄道 が開通 熊本 電燈会社 が開業 し九州

に初 めて電 燈が ともる

ラフ力デ イオヘル ン (小 泉ノ、雲 ) 五 高に着任

25年 4 月 壇林虎五郎 が貧児 賛 (.現大江学 園 ) を設 立

18 9 4

18 9 5

2 7年 7 月

8 月

第 6 師 Eg∃に動 員令 かくだ る O 孤児 、貧 児 の養 育 を目白勺とした

天使 臣 が設立 される

←溝甑 や かに v. rt ;0

2 8年 1 1月 イギ リス人ハ ンナ . リデ ル女史 が回春病 院設立

189 6

18 9 8

1 89 9

1 90 0

1 90 1

2 9年 4 戸∃ 夏 Ej 灘㌧百が五 霞に着任、 熊本 を森の都 と称賛

9 月 私立医 学校が 設立され る

31年 1 戸∃ 熊本専 売支局 か黒髪町 に葉煙草専 売所 設置

つo月

32年 5 月

ブラ 二ノス人、 ジ ∃ン . メリ - ・n - ル神 父が癖救 済の待 労院

を設立

この年 . 而立避 病院設立 〔後の 白川病 院 )

第 2 3連 隊練兵 場か山崎 町か ら濃庚 に樗る

下河原 公園 が開園

6 月 私立医 学校が 熊本医学専 門校 となる

12日 三角 線開通

33年 7 月

34年 1 月

市内 に大洪水 、白川 の橋 ほと /rUど流失 し、子員司橋 付近溺 死者

多数

熊本垂捌更局 か電 話業務 を開始

190 2

1 90 3

3 5年 1 1月

3 6年 3 月

明治天 皇 をお迎え し、陸 軍特別 大演 習を挙行

行幸橋 を架設

フ⊂コ 而区改 正の事 業と新市街 の事 業完 成

190 4 3 7年 2 月 E]宗 戦争は じまり、第 6 師団 出征

1 90 6

90 7

1 90 8

39年 3 月 熊本 高等 I 業 学校設立

9 月 夏 目淑 百が 「草枕」 を発表

40年 7 日 九州 鉄道が国 再とな る

12月 熊本 軽便鉄道 株式会社 が安巳橘 . 水前 寺閏に 軽便 鉄道 を敷設

41年 2 月 、人力 車争議 あこる

190 9 4 2年 歴児 島本線全 線開通

E Ej熊本戚南大手入口
の下馬橋O明治35年11
円の陸軍大京習の際、
行幸坂、行幸橋が造ら
れ姿を消した。

明治34年に市内の電
話が開通したO交換手
の白い上衣、紫矧ま当
時の女性の憧れだった。
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西暦 年 代 お も ノ抜 で き ご と

覗

追

大

正

昭

…

1910

1911

1913

明治43年 1 月 薬学専門学校発足

4 月 女子師範学校発足

6 日 熊本ガス株式会社が開業する

44年 4 jj 而立実科高等女学校開校 而立 I 業徒弟学校開校

10M 菊池軌道株式会社が上熊本 .広町間敷設

大正 2 年 この年 .熊本軌道ガロ崎 .百問港、月崎 .高麗門に開通

1914 3 年 7 月 第 1 次世界大戦はじまる

1915 蝣蝣Jcr '∵弓 御大典記念奉祝共進会を開催

191R 5 年 6 円 県公会堂が市に移管される

1917 6 年 3 月 熊本両 I 業徒弟学校が熊本商工学校となる

1918

1920

1921

1922

1923

7 」E 7 H このこうより全国に米騒動

10^ スペイン風邪か流行し、全国で死者 15万人

9 年 10月

10琵 6 月

11年 4 jj

第 1 回国勢調査で、市人口70 ,3聖 (而空)

jj 数 13 ′817戸コ

隣接1′一刀町村を合併、人口133 ,467人

戸数23 ,819戸の大熊本市か発足 (黒髪 l池田 .花園 .島崎 .

慣享 l春日 -古町 l本荘 .呑竹 .大江 .本山〕

熊本而正実科高等女学校が熊本而立高等女学校となる

5 円 熊本医学専門等椋か医科大字に

12年12H 享ll授本町 こ両役所新庁害完成

19?4

′925

1926

1927

1928

13年 8 声∃

=〕日

市営電車開通 (車師15台) 開通に伴い鉄簡コンプリl ト大甲

橋を‥架設

歩兵第23連隊が鹿茸に移転

11月 熊本両上水道完成

14^ 3 3

4 肖

両≡大事業 (市電、上水道、23連隊移転) 完成記憲共進会開

僅 入場者133万人

出水村を両に合併

15年 8 一日 ≡大事業完成記念共進会の剰余毒で五高と下河原にプl ルを

造成

昭和 2 年 2 月 妄六橋を近代式鉄橋に架け替える

4 F] 市民の要望て午後のトンガ侵活

7 W - 市コ工業研究所 (後のI 芸指導所) か開所

wl--; 市営パス発足 (パス17合〕

この年 l而及び而付近の人力車 812一、粟用馬車 4 、自動車 115

3 年 2 月 第16回総選挙、最初の普通選挙汚れれる

一蝣ォー'・"

_ :<　　　　　　"<-¥.r

-か′LJ 、<　-、Ii'-J J-

大正2年10月3日=
階建ノ「角形の肥後相撲
舘が溶成した。

大正10年、隣接11ケ
町村を合旧し大熊本市
が発足したo記念碑前
で合併を祝う人たち。

大正12年12月、市役
所新庁害完成O

大正13年8戸∃1日而
電開通。救助網かつい
ている開通当時の1 3型
電車。

大正末の而街地O合
併による雨域の拡大、
≡大事業の完成など、
両の中心から岡辺へと
郡市つくりが進む。

西 暦 '] p v お も な で き こ と

昭

和

19 2 8

1 92 S

昭 利 3 年 6 ij N H K 熊 本 放 送局 で ラ ジ オ 蝣so,班 送

9 月 御 大 典 記 念 事業 と し て 、 陸 上 競 技 場 、 野 球 場 が 完 成

4 年 7 月 水 前 寺 動 物 園 が 開 園

1 93 0

19 3 1

9 3 2

19 3 3

1 93 5

5 ^ 3 月 熊 本 両 歌 を制 定

4 日 市営 勧 業 鑑 が 新 市 街 に 簡 舘

10日 祐 一∴二 手 所 !"!!_;'''舞

6 3 E 6 M 白 坪 村 を両 に 合 併

11 E1 天 皇 陛 下 を J lう迎 え し、、熊 石 平 野 号 IC 陸 軍 特 別 大 貫 書 を 萱 白

7 ^ 9 ^ 失 業 救 済 の 土 木 事 業 を は じめ る

12戸∃ 一国l園 村 を 市 に合 併

8 行 3 月 花 京 町 に 雨 宮 墓 地 を開 設

4 戸∃ 熊 本 扇 等 小 学 校 ガ 再 認 開 校 熊 本 駅 に観 光 案 内 所 を 責安置

10年 3 月 新 圃∃熊 本 大 博 覧 会 を 開催

1 93 6 11耳二1 1月 催 事 村 を 「玉に合 憤

1 93 9 14 -1T 4 月 清 水 何 々二両 に 合 宿

1 94 0

1 94 1

1 9 42

1 5年 12」

1 6年 4 日

川 尻 町 、 Ej吉 村 、 lj]合 村 を合 層

こ の年 .市 営 月 ス に 木 炭 車 登 場;

ノ」＼学 校 か国 民 学 校 に 改 め ら れ る

12戸∃ 太 平 三三戦争 rまし ま る

1 7年 4 円 九 州 u u 新 聞 と 九 州 新 聞 か 統 合 され 、 熊 本 B H 新 闇 が発 足

1 9 43

19∠14

1 8 tt

1 9年 3 戸∃

こ (I)午 . 学 徒 、 女 子 挺 身 隊 の 戦 時 凱 岩 が 開 始 さ れ る 躍 軍 に

三 菱 重 工 業 航 空 機 製 作 所 が 完 成 弓 j5

而 電 気 局 が 而 交 通 局 と改 称

19 4 5

1 94 6

1 94 /

1 9 48

ご0 1= O ・蝣1 而 立 産 ∃完が 発 足

7 H 7 芦 8 ^ の空 襲 で 而 の 大 半 が焦 土 と化 す

8 月 終 戦 の 詔 書 搬 送

21年 2 戸∃ 市 立 市 民 病 さ完発 足

11戸∃

2 2年 4 月

5 戸∃

日 本 国 憲 法 公 布 (新 憲 法 )

こ の年 .学 校 指 食 は じま ZJ

市 長 、 県 期 事 か 初 め て 公 選 て 決 ま る 国 民 学 校 か 小 学 校 に 、.

ま た 新 制 中 学 が 誕 生

憲 法 、 地万 自 治 法 施行

2 3年 3 円 而 消 防 本 部 設 置 而 立 田 子 賓 を 開 設

而 自 治 警 票 本 部 設 置 (新 警 察 制 度 発 足 )

日召手口2ffi z,Sから1 7

台の市営/ 、くスガ走り始
めたC (写真は昭和8
年6月)

昭和4年7戸][=水前
寺動物園が開園。

昭和)ff5.^、公会
堂の新書昌が開貰己o昭利
43」市民会館の出現に
伴い取りこれされた。

臼召湘1rJ在3日から5

矧こかけて開かれた新
15;キv-v.拝賀

]召京口1 0年項の新市荏二

記念碑前、而宮月スの
ヰ畠I-蝣*-. '-.'∴卓モ-oi.∴

公会望、石に勧業鑑、
問詰固玩WJkE$3!
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西暦 fE 代 あ も な で き ご と

昭

ネロ

1948 昭和23年 4 戸∃ 新制高等学校発足する

1949

1950

1951

24^ 4 月

5 戸∃

25年 6 Fj

「.火の園まつり」はじまる 而立実務員養成所 (後の実務商

業) を開設

天皇皇后両陛下ご采熊

この缶 l国ii 熊本大学発足 県立熊本女手大学が創設される

粥鯖戦争あこる

7 M 而競華南事業開設

26年 4 日 而教育研究所を設置

195?

1953

1954

1955

27年 1 月 市立博物館問賠

7 月 住民登録制度を実施

28年4 月 田逝相、御車相を市に合併

d 1-' 豪雨、大水害て市人口の66% が 畏

7 月 池上村、高橋村、城LlJ相を市に合併

1C =! 市立図書館発足 ラジオ熊本開局

23年 6 月 而自治警雲廃止 (警票制度改正)

10戸∃ 秋津村を市に合併 市電30年記念 「交通観光博覧会」を開催

30年4 Fj 松尾村を市に合併

1956 J∵ :蝣!t-~ 託床材寸のl 部を両に合併

1957

1958

1959

1960

1962

32年 1 月 小島町、龍Ej村を両に合憐

7 月

33jモ2 ij

大水害で両の33% が浸水し、毒峰山周辺の山津波で死者行万

不明多Ja を出す

N H K 熊本テレヒ贋局

4 戸∃

34年 4 戸∃

中l酎 可を市に合併 天皇皇后両陛下ご巡幸で立日田、水前寺

などをご観覧

第30回選抜高校野球大会で済々貫が優勝

国民年会制度発足

7 日 国民健康保険制度発足

35^ 4-f∃ 熊本空港開設

5 ^= 愛市憲章を制定

8 月 熊本城天守閣再建完成

9 月 第15回国民体育大会を開催

12月 西保健所を開設

さ:$ 3 & 天守閣再建記念 「躍進熊本大博覧会」開催

1963 38年4 月 北部清掃事業所完成

事:慧[轡輸鮎繭

細描姐齢r.to

「昭和28年6^26日」
大水害の惨状。到る所
泥の山、流失した家財
などて復IEjに多くの人
手、資料と時日を要し
たG C上通り前)

昭和33年9月、水前
寺公国横の電車通りに
三先.T 、・,~一-~1十一ト這しコ

の体育舘が完成したO

昭利35年9月、 83年
・3¥りに熊本城天守閣が
再建された。

西 暦 年 代 ∂∋ も な で き ご と

日召

不□

1 96 4

1 96 5

昭 和 39 年 4 月 而 総 合 吉十函 策 定 (マ ス タ I ブ ラ ン )

1 0月 「ま ち を キ レ イ に す る 運 動 」 が は じ ま る

4 0年 4 月 而 食 肉 セ ン5 7l 開 設 こ の 年 l 市 内 全 小 学 校 にブ ー ル 完 成

1 96 6

196 7

4 1年 7 月 西 部 清 掃 事 業 所 完 成

9 月 市 内 相 談 室 を 設 置

つo月 熊 本 保健 所 が 九 品 寺 1 丁 巨∃に 新 装 発 足

4 2年 3 月 出 水 町 に 県庁 新 庁 害 が 完 成

1 96 8

19 69

19 70

4 3年 1 月 而 民 会 鑑 開館

4 巨∃ 而 社 会 教 育 会 館 が 開 館 而 育 英 奨 学 制 度 創 設

4 4年 4 jj 熊 本 (7Jく辺 ) 動 物 薗 が 完 成 し、「熊 本 動 物 大 博 覧会 」 を 開催

8 日 熊 本 而 章 き ま る

4 5年 11 F∃ 託床材寸を 市 に 合 併

19 71

19 7 2

1 97 3

",9 .-4

19 7 5

1 97 6

4 6年 4 月 新 熊 本 空 港 開 設

5 月 而 勤 労 毒 少 征 ホ ー L l開 館

6 用 九 州 縦 買 高 速 自動 車 道 (熊 二奉 . 植 木 閏 ) 開 通

7 3 熊 本 而 基 本 構 想 き ま る

1 1声∃ 而 立 ユ 一 ス ホ ス テ ル 開 館

4 7年 1 0日 「森 の都 」 を宣 言 し 、森 の 都 作 戦 を 展 開

1 2戸∃ 秋 津 下 水 処 理 場 が 完 成

4 8年 1 日 戸 島 町 に 而 斎 場 開 設

5 月 学 校 糸呂食 乗 共 同 調 理 場 が 完 成

4 9 年 6 月 勤 労 編 入 セ ンタ I を 本 LLJ町 こ開設

1 0円

5 0 年 5 月

西 部 、 両 部 市 民 セ ン J9 - が 完 成

森 の 都 の シ ン 7T<ル と し て 市 の 木 「イ チ ∃ ウ 」、市 の 花 「肥 後 ツ

バ キ 」 が き ま る

身 体 障 害 者 福 祉 モ デ ル 都 市 に 指 定 さ れ る

9 戸∃ 南 干 反 蝿 町 に 中 央 老 人 福 祉 セ ン タ I か 完 成

1 0月 而 立 金 峰 LLJ少 年 自 然 の家 が 開 所

5 1 年 3 月 「地 下 水 保 全 都 而 」 を萱 吉

1 97 7

1 97 8

52 年 4 月 西 南 の 役 百 周 年 記 念 式典 を 行 う

.)H 熊 本 市 人 口 が 50 万 人 を突 破

9 戸∃

53 年 4 月

錦 JT 丘 に 東 部 市 民 セ ン タ l 完 成

地 下 水保 全 条 例 を 制 定 す る

新 し い 熊 本 博 物 館 が 開館

昭和54年4日最新の
処理機能を誇る、粟部
清掃=場完成。

昭和54年4月最新の
医療設備を備えた市民
病院完成。

1
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西暦 年 代 お も な で き ご と

昭

利

1978 昭和53年 8 F∃ 市民総参加Oj 「火の国まつり」か誕生

197S

1980

1981

1982

1983

S4^ 4 月

7 戸∃

10H

55年6 月

新熊本市民病院開設

東部清掃Ⅰ場完成

熊本市保健センターか開所

龍円市民センタl 完成

「償環都市」を宣言

中国 .桂林両と友好都市締結

市制90周年記念式典を行う

身障者福祉センJ9 ー希望荘開設

8 月 水害で約16.900人の市民の罷災者を出す

12日 熊本而総合計国軍本構想きまる

56年 1 月 熊本而保健衛生研究所開設

2 日 熊本城西大寺櫓門雇元完成

3 日

5 月

産業文化会館か開館

眺尾霊堂完成

託麻而民センタ- 完成

7 戸∃ 熊本而総合含十画等本計画きまる

8 Fj 西ドイツハイデルヘルプ両へ友好訪問団を派遣

9 月 豊肥緑武蔵塚駅完成

1C'M 熊本市民の翼、友好都南桂林市を訪問

11L」 新市庁害建設完成

57年6 月

7 戸∃

8 F∃

11日

幸田市民センタl 完成

北部保健センタI 開所

小橋記念館完成

看少年野外活動センタl 完成

西ドイツ .ハイデルヘルプ而管楽五重奏団来熊

新型電車運行開始

図書館完成

58年4 月 龍田体育館完成

1984

1985

59年 5 月 市の荒としてシジユウカラ制定

7 月 清水而民セン57- 完成

8 Fj 熊本而の人口が55万人を突破

10戸∃ 消防新庁害完成

60年 6 月 田子福祉センター完成

7 月 秋津市民センタ1 完成 ー

12

-職壌郵相
h Ah ピoff

昭和56年2円、熊本
城西大手櫓門雇元完成。

昭和56年3戸∃、産業
文化会館が開館した。

昭和56年11月、新而
庁含建設完成。

FJGト∴! I1日、田書

醍-rrT

・*手元三=.薫〒≡還≡守男

名誉市民

徳富蘇峰(本名・措一郎)氏
(昭和30年1月1日表彰)

近世日本の先覚者。また、世界に構な優れ
た思想家であった。

熊本在任中は、白川新聞、熊本新聞等を発
干U。大江義塾の創始者として子弟の教育に
専念し、その酉霞的影響が大であったO文
久3年1月25B生、昭和32年11月2Ej死去、
95歳。

細川護立氏
(昭和35年4月1 Ej表彰〕

肥後IEj藩主矧Il家16代。育斐学含含長、肥
後奨学会設立、多額の奨学金を出資して本
県出身学徒の育成援護に冒した。国の文化
財保護委員会委員として、本市の重要文化
財、史跡、二呂勝等の保存活用に貢献O明治
16年10日21日生れ、昭和45年11月18日死去、
87歳。

宇野哲人氏
(昭和44年10月1日表彰)

東京帝国大学での漢学.中国哲学の教授、
東京大学名誉教授、実践女子大学々長、名
誉教授等優れた業績は、郷土熊本の文運の

こい　　　　　　こ.. ・.  1. 、.-蝣.蝣-I '-:・l"

早.A'.∴'I!'、営きき.<.亡∴.

明治8年11月15日生れ、昭和49年2月19B

死去、 98歳。

後藤是Lu (本名・祐太郎)氏
(昭和54年10月1日表彰)

元九州日日新聞社主筆。生来の文人墨書の

性格と豊かな文筆で、熊本の文化の啓蒙に

、　　　∴　・ l∴ i・・・!:-　蝣., '' - 1

についての研究著述がある。 「明星」同人、

句読「かはがらし. (後の粟火)主宰。

.^u.r-^-'二・・l∴　　　　∴-

熊本市在住。

也蛸i'ifc?;'ffi&mvk貰<-?..vi甘∴.下　、圭蝣.'*'v';-'.'「 '''∴~~「一一'「-~‥ ち. ち 、h 1

・　J

73

高橋守雄氏
(昭和30^1月1 Ej表彰)

第7代熊本而最として、歩兵23連隊の移転
・而電・上水道の開設の三大事業を完遂、
・・　∴-　　　　　-"'"・"I ち

-蝣　>　I　"　*"・. '　I　・　-J蝣・・ '-∴

・・'.'-　・i間. ‥i '蝣' I'　. ' I・: I

月1 Ej生れ、昭和32年5J^6B死去、 73歳o

福田令寿氏
(昭和35年4月1 Ej表彰)

上-i;'蝣∵　　・　　・'・蝣'.-

とり子安の教育に専念の外、社会文化、社
会福祉の要職を歴任、郷土の文化・福祉の
向上発展に尽した。清廉・潔白な人格者で
あった。
明治5年12月7日生れ、昭和48年8月7日
死去、 100歳。

堅山南風(本名・熊次)氏
(昭和44年10戸∃ 1日表彰)

・' -''- '-'i　-l　>:-1　　∴:-i.・蝣'i"、

その多くの作品の上に、肥後の郷土色のに
じみ出た芸術の香りがよく生かされているo

Ej本画壇の第一人者といわれ、また、郷土

文化の進展に大きく嘉献したO明治20年9
・　;. Iト　　　　I.蝣　　　　　　　トL .

中村汀文(本名・破魔手)氏
(昭和54年10月1 Ej表彰)

高浜虚子の門下生で、現代女流俳句の第-
人者。常にふるさとを愛する心を底流にし
た≠ラJ女俳句"は、俳壇に克:流俳人として
の確匡lたる地位を築いたC,氏の人柄と句に
ふれる人々に、郷土愛を喚起させ、郷土の
文化振興に貢献。 「ホトトギス」同人、 「風
花」主宰。
明治33月≡4-J2Il l日生れ、現在85歳o
東京都在住。
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